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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第33回

秋
田
県
由
利
本
荘
市
の 

多
職
種
・
多
機
関
の
連
携
の
会

　

２
０
１
８
年
９
月
11
日
、
秋
田
県
由
利
本
荘
市

の
医
療
介
護
の
在
宅
連
携
多
職
種
多
機
関
連
携
の

会
の
招
き
で
、
現
場
訪
問
を
し
た
。
連
携
の
会
は
、

５
年
前
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
会
と
し
て
始
ま
り
、

月
１
回
所
属
組
織
に
関
係
な
く
医
療
介
護
福
祉
関

係
者
が
集
い
、
在
宅
知
識
の
確
認
や
症
例
検
討
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
会
の
開
催
回
数
が
60
回
を
超

え
、
そ
の
記
念
講
演
会
と
い
う
こ
と
で
筆
者
が
呼

ば
れ
た
。
会
の
メ
ン
バ
ー
の
職
種
は
多
様
で
、
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、
介
護
職

員
な
ど
が
参
加
し
、
そ
の
所
属
も
病
院
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
調
剤
薬
局
、
介
護
施
設
法
人

な
ど
多
機
関
に
及
ん
で
い
る
。

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
摂
食
・
嚥
下
ケ
ア

　

会
が
進
め
て
い
る
在
宅
診
療
の
特
徴
に
、
摂
食
・

嚥え
ん
げ下
障
害
ケ
ア
と
糖
尿
病
重
症
化
予
防
が
あ
る
。
摂

食
・
嚥
下
障
害
ケ
ア
は
、
患
者
の
食
べ
る
力
を
支
援

す
る
ケ
ア
で
あ
る
。
摂
食
・
嚥
下
障
害
を
起
こ
す
と
、

飲
食
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
栄
養
状
態
の
低
下
や

脱
水
、
食
べ
物
が
気
道
に
入
る
こ
と
に
よ
る
誤
嚥
性

肺
炎
、「
食
べ
る
楽
し
み
」を
失
う
こ
と
に
よ
る
生
活

の
質
や
生
き
る
活
力
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
。

　

由
利
本
荘
市
で
は
、
早
期
の
病
院
の
退
院
、
在
宅

生
活
を
行
う
た
め
に
、
急
性
期
基
幹
病
院
で
あ
る
由

利
組
合
総
合
病
院（
６
２
６
床
）の
糖
尿
病
代
謝
内
科

に
お
い
て
、
救
急
外
来
か
ら
呼
吸
リ
ハ
や
退
院
支
援

を
開
始
し
、
入
院
２
日
以
内
に
経
口
摂
取
を
開
始
で

き
る
口
腔
ケ
ア
や
家
族
の
食
事
介
助
技
術
の
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。
１
口
も
食
べ
て
い
な
く
て
も
希
望

が
あ
れ
ば
自
宅
に
戻
り
、
退
院
当
日
か
ら
訪
問
看

護
、
訪
問
薬
剤
管
理
、
訪
問
栄
養
指
導
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
が
導
入
さ
れ
、
食
事
の
摂
取
へ
の
支
援
と
肺
炎

等
の
症
状
再
発
の
モ
ニ
タ
ー
が
行
わ
れ
る
。

　

特
に
、
食
事
介
助
に
つ
い
て
は
、
ミ
キ
サ
ー
食
や

ゼ
リ
ー
食
の
作
り
方
、
多
様
な
レ
シ
ピ
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
食
べ
物
が
見
え
る
角
度
や
箸
や
ス
プ
ー
ン
で
口

に
運
び
や
す
い
角
度
な
ど
の
方
法
を
専
門
職
か
ら
患

者
や
家
族
に
分
か
り
や
す
く
説
明
が
行
わ
れ
る
。
入

院
日
数
が
短
く
、
在
宅
で
食
事
を
可
能
と
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ（
日
常
生
活
動
作
）の
低
下
が

抑
制
で
き
て
い
る
。

　

今
回
、
市
内
の
３
軒
の
在
宅
診
療
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
ど
の
お
宅
も
通
常
、
胃い
ろ
う瘻

や
鼻
か
ら

の
チ
ュ
ー
ブ
挿
入
な
ど
の
経
管
栄
養
法
が
行
わ
れ
る

レ
ベ
ル
の
高
齢
者
で
あ
る
が
、
専
門
職
の
支
援
や
家

族
の
食
事
介
助
の
技
術
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
食
事

を
摂
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

専
門
医
の
負
担
を
軽
減
す
る 

チ
ー
ム
に
よ
る
糖
尿
病
重
症
化
予
防

　

糖
尿
病
重
症
化
予
防
も
、
多
職
種
連
携
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
。
由
利
組
合
総
合
病
院
糖
尿
病
代

謝
内
科
で
治
療
を
行
い
、
認
知
症
を
合
併
し
て
い
る

高
齢
入
院
患
者
は
早
期
に
薬
剤
師
、
訪
問
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
の
多
職
種
が
チ
ー
ム
を
組
む
在
宅

治
療
に
移
行
す
る
。
高
齢
化
の
進
む
由
利
本
荘
市
で

は
、
糖
尿
病
に
加
え
て
認
知
症
の
あ
る
人
も
多
い
。

在
宅
認
定
看
護
師
が
中
心
と
な
り
、
イ
ン
ス
リ
ン

注
射
の
指
導
や
服
薬
・
栄
養
指
導
、
摂
食
・
嚥
下

秋
田
県
由
利
本
荘
市
の
在
宅
連
携
の
会
を
訪
問

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸
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ケ
ア
な
ど
が
行
わ
れ
、
在
宅
生
活
を
可
能
と
し
て

い
る
。

　

実
際
、
由
利
組
合
総
合
病
院
糖
尿
病
代
謝
内
科
に

お
け
る
糖
尿
病
の
入
院
患
者
は
、
２
０
１
５
年
度
は

76
名
、
平
均
在
院
日
数
が
８
・
82
日
で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
８
年
度
（
８
月
末
ま
で
の
デ
ー
タ
）
は
11
名
、

平
均
在
院
日
数
が
３
・
45
日
に
減
っ
て
い
る
。
透
析

回
避
や
入
院
患
者
・
日
数
の
減
少
は
医
療
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

医
師
不
足
が
深
刻
な
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
医
療
圏

の
病
院
に
お
い
て
、
糖
尿
病
専
門
医
は
由
利
組
合
総

合
病
院
に
１
名
在
籍
す
る
だ
け
で
あ
る
。
現
在
の
医

師
が
赴
任
す
る
前
は
、
専
門
医
不
在
の
状
態
が
10
年

近
く
続
い
て
い
た
。
多
職
種
が
連
携
す
る
在
宅
体
制

が
確
立
し
て
い
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
専
門
医
の
入
院

や
外
来
の
仕
事
が
軽
減
さ
れ
る
。
在
宅
体
制
が
確
立

し
て
い
な
け
れ
ば
、
医
師
の
負
担
が
過
剰
と
な
り
、

疲
れ
果
て
て
退
職
に
至
る
危
険
性
が
あ
る
。

　

由
利
本
荘
市
の
多
職
種
連
携
を
支
え
て
い
る
の

が
、
医
療
介
護
職
の
持
つ
専
門
性
の
高
さ
で
あ
る
。

特
に
、
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
認
定
看
護

師
や
摂
食
・
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
の
有
資
格

者
が
市
外
か
ら
赴
任
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
由

利
本
荘
市
役
所
の
ま
る
ご
と
営
業
本
部
仕
事
づ
く
り

課
が
認
定
看
護
師
等
の
専
門
職
を
移
住
・
定
住
に
結

び
つ
け
て
い
る
結
果
で
あ
り
、
全
国
の
自
治
体
に
お

い
て
学
ぶ
べ
き
事
例
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
由
利
本
荘
に
か
ほ
市
民
が

健
康
を
守
る
会

　

連
携
の
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、
由
利
組

合
総
合
病
院
の
谷
合
久
憲
医
師
で
あ
る
。
谷
合
医
師

は
東
京
都
出
身
で
、
日
本
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
縁

あ
っ
て
由
利
本
荘
市
で
勤
務
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

由
利
本
荘
市
の
土
地
と
人
柄
が
好
き
に
な
り
、
奥
様

と
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ご
両
親
も
由
利
本
荘
市

に
移
住
さ
れ
て
い
る
。
父
親
の
憲
明
氏
は
、「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
由
利
本
荘
に
か
ほ
市
民
が
健
康
を
守
る
会
」

の
理
事
長
と
な
り
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
空
き
住
宅
を
改
装
し
た
事
務
所
で
は
、
ご
母

堂
が
カ
フ
ェ
を
運
営
し
、
連
携
の
会
の
会
合
は
、
こ

の
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
行
わ
れ
て
い

る
。
筆
者
の
講
演
会
後
の
懇
親
会
も
、
カ
フ
ェ
で
行

わ
れ
、
美
味
し
い
手
料
理
を
堪
能
し
つ
つ
、
会
の
メ

ン
バ
ー
の
活
動
の
報
告
を
お
聞
き
し
た
。
と
て
も
楽

し
く
、
勉
強
に
な
っ
た
一
夜
で
あ
っ
た
。
由
利
本
荘

市
で
の
専
門
職
と
市
民
が
連
携
し
た
、
保
健
・
医
療
・

介
護
の
地
域
づ
く
り
が
今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て

い
く
か
、
期
待
し
た
い
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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